






















































17 β-Hydroxysteroid dehydrogenase（17 β-HSD）, 17 α-Hydroxylase


































































た。抽出したtotalRNAから逆転写酵素（Applied Biosystems社 High 

























































































Receptor Enhancer-Promoter DN MafBトランスジェニックマウス



































































































た。Polyphenol X は濃度依存性に CF を増加させ、100μ Mの























PHT および Intrafat 曝露下での NP による血管弛緩能には変化が
なかった。以上より、高TG血症は血管内皮障害を引き起こし、血管
弛緩能を減弱させることが示された。
 
13．遺伝性食後高トリグリセリド血症（PHT）家兎の血小板凝集能，
血漿NOおよびTGの経時的変化
○菱沼早織１，阿部陽平１，伊藤恒賢２，片野由美３，石幡明３
（１大学院医学系研究科，２動物実験施設，３基礎看護学講座）
　【目的】近年、高脂肪食や運動不足などの生活習慣を背景にメタボ
リックシンドローム（MS）を呈する患者が増加している。MSは心
血管イベントのリスク因子であり、特に高脂血症との関連が注目さ
れている。血小板凝集能の亢進は血栓形成を促進させるため、心筋
梗塞をはじめとする虚血性心疾患の原因の一つである。しかしなが
ら、高TG血症と血小板凝集能との関連について未だ明らかとなって
いない。そこで、本研究では、高TG血症、高インスリン血症、中心
性肥満などのMSの病態を呈するPHTの血小板凝集能、血漿NOおよ
びTG値の経時的変化について検討した。
　【方法】１年齢（雄性）のPHTとその比較対象群として日本白色
種（JW）家兎（n=5 each）を使用した。制限食（120gを12:30に給
餌）、水分自由摂取環境下、６、12および18時に各個体から血液を採
取した。
　【結果・考察】PHTの血漿TG値は、JWと比較して高値を示し、
特に朝（６時）から昼（12時）にかけて高値を示した。PHTの血小
板凝集能は、朝から昼にかけて高値を示し、一方で血漿NO値は、
朝から昼にかけて低値を示した。PHTの血小板凝集能は、血漿TG
値と正の相関を示し、一方で血漿NO値と負の相関を示した。
14．ラット膀胱におけるアトロピン抵抗性収縮の加齢変化とその機序
○細田朋佳１，菱沼早織１，阿部陽平１，山田晃子２，小林優子２，
片野由美２，石幡明２（１大学院医学系研究科，２基礎看護学講座）
　高齢化に伴い、頻尿や尿失禁などの生活の質を低下させる下部尿
路症状を呈する過活動膀胱（OAB）が大きな問題となっている。
OABの治療薬である抗コリン薬は高齢者では、十分な効果を発揮し
ない場合もある。これには膀胱平滑筋におけるアトロピン抵抗性収
縮の関与が考えられているが、その機序については不明な点も多い。
　本研究では若齢、成熟齢、老齢のF344ラットを用いて、１）膀胱
平滑筋におけるアトロピン抵抗性収縮の加齢変化、２）膀胱平滑筋
収縮に対するプロピベリンの効果、３）アトロピン抵抗性収縮への
プリン作動性成分の関与について検討した。
　ラット膀胱において、加齢に伴いアトロピン抵抗性収縮は増加し
た。老齢ラットで増加するアトロピン抵抗性収縮をプロピベリンは
有意に抑制した。膀胱収縮におけるプリン作動性成分に加齢変化は
なかった。
　以上より、加齢に伴うアトロピン抵抗性収縮の増加が高齢者の頻
尿、尿失禁の一因となっている可能性、プロピベリンは加齢に伴い
増加するアトロピン抵抗性収縮を効果的に抑制する可能性、プリン
作動性成分はアトロピン抵抗性収縮の一部を担っているが、その加
齢変化には他の不明なメカニズムが存在する可能性が示唆された。
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